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「
ザ
イ
オ
ン
・
イ
ズ
・
ラ
イ
ジ
ン
グ

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

第
２
期
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
小
説
企
画
の
第
６
弾
は
、
伊
野
隆
之

の
新
作
「
ザ
イ
オ
ン
・
イ
ズ
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
」
だ
。

、

「

」

こ
れ
は
第
１
期
に
掲
載
さ
れ

好
評
を
博
し
た
連
載

ザ
イ
オ
ン
・
イ
ン
・
ア
ン
・
オ
ク
ト
モ
ー
フ

（h
tt
p:
/
/p
r
ol
og
u
ew
a
ve
.c
o
m/
a
rc
hi
v
es
/
20
2
9

）
の
、
直
接
の
続
編
で
あ
る
。
ふ
と
し
た
こ
と
か

ら
、
タ
コ
型
義
体
オ
ク
ト
モ
ー
フ
を
着
用
す
る
羽
目
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ザ
イ
オ
ン
と
、
彼
に
タ
カ
る

知
性
化
ガ
ラ
ス
・
イ
ン
ド
ラ
ル
の
凸
凹
コ
ン
ビ
の
珍
道
中
は
、
今
回
も
健
全
で
あ
る
。

伊
野
隆
之
と
言
え
ば
、
眉
村
卓
言
う
と
こ
ろ
の
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
Ｓ
Ｆ
」
―
―
組
織
と
そ
の
内
部
で

生
き
る
者
に
焦
点
を
当
て
た
Ｓ
Ｆ
作
品
の
紛
れ
も
な
い
傑
作
で
あ
る
―
―
『
樹
環
惑
星

―
ダ
イ
ビ
ン

グ
・
オ
パ
リ
ア
―

（
徳
間
書
店
）
で
名
高
い
が
、
こ
の
「
ザ
イ
オ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
イ
ン
サ
イ

』

ダ
ー
Ｓ
Ｆ
の
伝
統
を
的
確
に
押
さ
え
た
組
織
に
生
き
る
悲
哀
と
、
人
間
観
を
奥
の
奥
ま
で
見
据
え
た
、

モ
ン
テ
ィ
・
パ
イ
ソ
ン
に
も
通
じ
る
ユ
ー
モ
ア
・
セ
ン
ス
が
絶
妙
に
利
い
た
“
お
も
ろ
う
て
、
や
が
て

か
な
し
き

、
大
人
の
た
め
の
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
Ｓ
Ｆ
世
界
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

”
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例
え
ば
宮
内
悠
介
の
「
ス
ペ
ー
ス
金
融
道
」
シ
リ
ー
ズ
と
読
み
比
べ
て
み
れ
ば
、
伊
野
隆
之
が
何
を

狙
っ
て
い
る
の
か
が
、
い
っ
そ
う
克
明
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
ザ
イ
オ
ン
・
イ
ン
・
ア
ン
・
オ
ク
ト
モ
ー
フ
」
の
好
評
に
伴
い

「
ザ
イ
オ
ン
・
イ
ズ
・
ラ
イ
ジ

、

ン
グ
」
も
２
回
に
分
け
た
形
で
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
と
り
わ
け
、
今
回
掲
載
部
の
後
半
か
ら
、
次

回
掲
載
予
定
に
連
な
る
箇
所
で
は
、
魂
と
義
体
を
乗
り
換
え
ら
れ
る

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』

、

エ
ゴ

モ

ー

フ

な
ら
で
は
の
仕
掛
け
が
絶
妙
に
効
い
て
お
り
、
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｓ
Ｆ
と
し
て
の
可
能
性
も
垣
間
見

せ
て
く
れ
る
。
な
ん
と
引
き
出
し
の
多
い
書
き
手
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
知
性
化
種

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
は
、
知
性
化
種
に
つ
い
て
重
点
的
に
解
説
し
た

。

『P
a
no
pt
ic
on

』
と
い
う
追
加
設
定
資
料
集
が
あ
る
く
ら
い
、
重
要
な
設
定
で
あ
る
。
コ
ー
ド
ウ
ェ
イ

ナ
ー
・
ス
ミ
ス
の
「
人
類
補
完
機
構
」
シ
リ
ー
ズ
が
、
二
級
市
民
と
し
て
知
性
化
種
を
描
き
、
そ
の
哀

し
み
を
行
間
に
漂
わ
せ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
伊
野
隆
之
の
「
ザ
イ
オ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
知
性
化

種
と
人
間
の
内
面
の
落
差
を
、
透
徹
し
た
眼
差
し
、
距
離
を
と
っ
た
ユ
ー
モ
ア
で
描
き
出
す
。
こ
の
作

品
を
語
る
批
評
的
言
語
は
、
い
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
奇
妙
な
例
え

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
代
版
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
と
も
い
う
べ
き
お
か
し
み
に
満
ち
た

作
品
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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と
も
あ
れ
、
批
評
家
泣
か
せ
の
こ
の
作
品
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
味
が
出
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い
。

他
言
は
無
用
。
存
分
に
、
熟
成
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
と
政
治
の
ブ
レ
ン
ド
の
妙
味
を
ご
堪
能
さ
れ
た
い
。


